
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３１９ 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅰ 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 新編 数学Ⅰ （数研出版） 

副教材等 ３TRIAL 数学Ⅰ＋Ａ、練習ドリル数学Ⅰ（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・数学は「考える」学問です。定義を理解し、問題の答えを導くには時間を要することもありま

すが、「考える」過程を大切にした学びは自らの思考力を育むことにつながります。分からな

い問題に出会ったときにこそ、思考を深めるチャンスと捉え、じっくりと問題に向き合いまし

ょう。 

・授業を大切にしつつ、自学自習する時間を確保してください。 

・問題集用のノートを用意してください。 

問題を解くときには、答えを求めるだけでなく、途中式や求め方、考え方を書くようにしまし

ょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこでつまずいたかを知

るための大切なものです。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり

育成することをめざす。 

(ａ) 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。 

(ｂ) 事象を数学的に考察・処理・表現したりする技能を身につけるようにする。 

(ｃ) 数学のよさを認識し、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数と式、２次関数、図形と計量及

びデータの分析における基本的

な概念、原理・法則などを体系的

に理解し、基礎的な知識を身に

付けている。また、事象を数学的

に表現・処理する仕方や推論の

方法などの技能を身につけてい

る。 

数と式、２次関数、図形と計量及

びデータの分析において、事象を

数学的に考察し表現したり、思考

の過程を振り返り多面的・発展的

に考えたりすることなどを通し

て、数学的な見方や考え方を身に

つけている。 

 

数と式、２次関数、図形と計量及

びデータの分析における考え方に

関心をもつとともに、数学の有用

さを認識し、それらを事象の考察

に活用して数学的な考え方に基づ

いて判断しようとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
節 

式
の
計
算 

１ 節 

 

式
の
計
算 

整式の加法と減法 

整式の乗法 

因数分解 

 

a:展開や因数分解の公式を理

解し、計算に利用すること

ができる。 

ある文字に着目して整式を

整理し、加法・減法・乗法の

計算ができる。 

b:式の展開は分配法則を用い

れば必ずできることを理解

し、変形や置き換えを利用

して式の計算を簡略化する

ことができる。 

c:展開と因数分解の関係                           

に着目し、因数分解の検算

に展開を利用しようとする

態度がある。 

 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

第
２
節 

 

実
数 

  

実数 

根号を含む式の計算 

a:有理数と無理数の違い、お

よび実数について理解して

いる。また、根号を含む式を

計算し、分母の有理化がで

きる。 

ｂ:自然数・整数・有理数・実

数の各範囲で、四則計算に

ついて閉じているかどうか

が考察できる。 

c:四則計算を可能にするため

に数が拡張されてきたこと

を理解し、平方根の性質や

その積、商などについて、一

般化して考えられる。 

 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

第
３
節 

１
次
不
等
式 

不等式の性質 

1 次不等式 

絶対値を含む方程式・不

等式 

 

a:不等号の意味を理解し、数

直線を用いて連立不等式を

解くことができる。 

b:身近な問題を１次不等式の

問題に帰着させることがで

き、問題を解くことができ

る。 

c:不等式の意味を理解し、 

１次不等式や連立１次不等

式を解くことできる。また、

その解の意味を理解し、１

次不等式の応用問題を解く

ことができる。 

 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

第
２
章 

集
合
と
命
題 

 

集合 

命題と条件 

命題とその逆・対偶・裏 

命題と証明 

 

a:ベン図などを用いて集合を

視覚的に表現したり、２つ

の集合の関係について記号

を用いて表したりできる。

また、命題を表す記号を理

解し、命題の真偽を考察す

ることができる。 

a:空集合・共通集合・和集合・

補集合について理解し、命

題の真偽や反例、そして逆・

対偶・裏の定義と意味を理

解している。 

b:条件を満たすものを集合の

要素としてとらえることが

でき、命題の真偽について

も集合の包含関係に結び付

けてとらえることができ

る。 

c:３つの集合について、和集

合や共通集合を考察でき

る。また、命題とその対偶に

ついて考察し、対偶・背理法

を用いた証明法に興味・関

心をもつ。 

 

 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 
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２
学
期 

第
１
節 

２
次
関
数
と
グ
ラ
フ 

関数とグラフ 

２次関数のグラフ 

 

a:２次関数𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 

のグラフについて、軸・頂点

の式を考察し、グラフの平

行・対称移動の一般公式を

積極的に利用しようとす

る。 

b:２つの数量の関係を式で表

現できる。また、放物線の平

行移動を、頂点の移動に着

目して考察することができ

る。 

c:𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 を  

𝑎(𝑥 − 𝑝)2 + 𝑞 の形に変形し、

𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 のグラフ

の軸と頂点を調べ、グラフ

をかくことができる。 

c:１次関数のグラフがかけ

て、値域・関数の最大値・最

小値が求められる。また、グ

ラフの対称移動について理

解している 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

第
２
節 

 
２
次
関
数
の
値
の
変
化 

 
 

  

２次関数の最大・最小 

２次関数の決定 

 

a:  y = 𝑎(𝑥 − 𝑝)2 + 𝑞 の形に

変形し、最大値・最小値を求

めることができる。また最

大･最小の応用問題に２次

関数を利用でき、与えられ

た条件を関数の式に表現で

きる。 

a:２次関数が最大値または最

小値をもつことを理解し定

義域に制限がある場合でも

最大値・最小値を求めるこ

とができる。 

b:２次関数の値の変化をグラ

フから考察し、定義域が変

化するときの関数の最大値

や最小値について考察する

ことができる。 

c:２次関数の最大・最小の問

題を図にかいて考察しよう

とする。また、２次関数の決

定条件に興味・関心をもつ。 

 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 
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第
３
節 

２
次
方
程
式
と
２
次
不
等
式 

２次方程式 

２次関数のグラフと軸の

位置関係 

２次不等式 

 

a:式を解きやすい形に変形し

てから、２次不等式を解く

ことができる。 

a:２次不等式を解くことがで

きる。また、２次の連立不等

式を解くことができる。 

b:２次不等式の解と２次関数

の値の符号を相互に関連さ

せて考察できる。また２次

式が一定の符号をとるため

の条件を、グラフと関連さ

せて理解している。 

c:１次関数と１次不等式の関

係から、２次不等式の場合

を考えようとする。また２

次不等式を解くときに、図

を積極的に利用する。 

 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

第
１
節 

三
角
比 

 

三角比 

三角比の相互関係 

三角比の拡張  

a:三角比の定義から、辺の長

さを求める関係式を考察す

ることができる。また、直角

三角形の斜辺の長さを適当

に変えて、三角比を考察す

ることができる。 

a:直角三角形において、正弦･

余弦･正接を求め、三角比の

相互関係を利用して、１つ

の値から残りの値が求めら

れる。 

b:三角比の表から  sin 𝜃 、

cos 𝜃、tan 𝜃の値を読み取る

ことができる。また、具体的

な事象を三角比の問題とし

てとらえることができる。

また、拡張された三角比を

座標平面に図示して考察す

ることができる。 

c:三角比が与えられたときの

θを求める際に、図を積極

的に利用しようとする。 

 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 
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３
学
期 

第
２
節 

三
角
形
へ
の
応
用 

正弦定理 

余弦定理 

正弦定理・余弦定理の応

用 

三角形の面積 

空間図形への応用 

 

a:余弦定理や正弦定理を用い

て、三角形の残りの辺の長

さや角の大きさを求めるこ

とができる。また、３辺が与

えられた三角形の内接円の

半径を求めることができ

る。 

a:正弦定理・余弦定理を利用

して、三角形やその外接円

の辺の長さや角の大きさが

求められる 

b:正弦定理・余弦定理を測量

に応用できる。また、三角形

の面積を決定条件である２

辺とその間の角または３辺

から求めることができる。 

c:正弦定理・余弦定理の図形

的意味を考察し、三角形の

関係や定理などから、それ

ぞれの定理を導こうとす

る。 

 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 
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デ
ー
タ
の
分
析 

データの整理 

データの代表値 

データの散らばりと四分

位数 

分散と標準偏差 

データの相関 

 

a:データを度数分布表に整理

することができる。また度

数分布表をヒストグラムで

表すことができる。また、箱

ひげ図をかき、データの分

布を比較することができ

る。 

a:度数分布表・ヒストグラム

について理解している。ま

た、平均値や中央値・最頻値

の定義や意味を理解し、そ

れらを求めることができ

る。さらにヒストグラムと

箱ひげ図の関係について理

解している。 

b:データの分布の仕方によっ

ては、代表値として平均値

を用いることが必ずしも適

切でないことを理解してい

る。また相関係数は散布図

の特徴を数値化したもので

あり、数値化して扱うこと

のよさを理解している。 

c:身近な統計における代表値

の意味について考察し、変

量の変換によって、平均値

や標準偏差がどのように変

化するか、考察しようとす

る。 

 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

確認テス

ト 

単元テス

ト 

観察等 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


